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感謝の心が人を育て、感謝の心が自分を磨く（作者不明） 

                           校長  嶋村 理彦 

 「暑さ寒さも彼岸まで」とよく言ったもので、ようやく秋めいて自然が少しずつ表情を変え始めまし

た。９月は季節感を奪われながら、地球温暖化ならぬ“地球沸騰化”という言葉を耳にすることが多くあ

りました。予報では１０月に入っても、しばらく暑さが続くと言われ、季節の区切りが体感できないのが

気がかりです。 

これからの晴れ間を見ますと、夏の名残のようなもくもくと勢いのある雲と、はけですうっとはいた

ような優しい秋の雲が同じ空にある状態が予想されるようです。空に２つの季節が同居した様子を「ゆき

あいの空」と言います。「ゆきあいの空」とはとても美しい言葉だと思いますが、子どもたちに早く清々

しい１０月をプレゼントしてもらいたいと願っています。 

さて、明治時代の話です。 

京都に住んでいた「税所敦子」さんは、不慮の事故により家族を失い一人となってしまいました。と

ころが、彼女は自分の実家にはもどらず、旦那さんの実家がある鹿児島に帰りました。 

鹿児島には、旦那さんのお母さんが一人で住んでいました。そのお母さんは、一昔前の武士の奥様だ

ったうえに、大変気位が高かったのです。「おにばばあ」と言われるほど恐い人だったそうです。そし

て、事ある度に息子の嫁である敦子さんに辛く当ったのです。敦子さんは、泣くような日々を過ごしまし

た。それでも敦子さんは、お母さんに背かないように、機嫌を損ねないようにと気配りをしていました。 

ある日のことです。お母さんが敦子さんに、「あなたは歌人だと言うから、これを歌にしなさい。」と

言って、下の句だけを示しました。なんとそれは、「おにばばあと人は言うらん（鬼ばばと人は言う）。」

と書かれてあったのです。その短冊を見た敦子さんは、「また、嫁いびりか。」と思いましたが、そんなこ

とは口に出して言えたものではありません。さっそく上の句を考え、そして「人はおにばばと言います

が、本当は仏様と同じ優しい心の持ち主なのです」と言う意味で、「仏にも似たる心を知らずして おに

ばばあと人は言うらん」と詠んだのです。これを聞き、敦子さんの心根を理解したお母さんは、さすがに

涙を流し、そして「すまない。堪忍しておくれ。」と詫びたのです。 

それからは、実のお母さんのようになり、「敦子さん、敦子さん。」と何でもかんでも敦子さんを頼り

にして生活しました。お母さんは、死に際に敦子さんの膝の上に首をのせ、静かに息を引き取ったという

ことです。 『（ゆっくりしいや 百年の人生を語る）大西良慶著 一部修正抜粋』 

私達の日常は、周りの人や出来事に腹を立てたり、恨んだり、ねたんだりすることがたくさんありま

す。いい歳になりましたが、私はまだ敦子さんのようにはできません。でも、敦子さんのようになりたい

とは思っています。子供の頃、母親に口うるさく言われ、「おにばばあが…」とよく思ったものです。し

かし、子の親となりこういう職に就いている今、「自分のために、自分が大事だから」言ってくれたのだ

と改めて思う毎日です。母親もいい歳になり、口数も少なくなった今、かける言葉は自然と感謝の気持ち

が多くなっているような気がします。「ありがとう」こんな素敵な言葉はありませんね。 
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１１月１日は「彩の国教育の日」 

 

▲シンボルマーク   

 

土曜公開日 １０月２８（土） 

※振替休業日は１０月３０日（月）になります。 

 

花壇も夏を終え… 
 春に植えた花壇の花も少しずつ終わりを迎え、

次の春に向けて、パンジーやノースポールの芽が 

出始めています。パンジーは、２学期末から一人

一鉢栽培をします。 

 

１０月の行事予定 

 

 

パンジーの芽 
ノースポールの芽 


